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④火山災害に関する市町村地域防災計画の現状と課題 

・ 登山規制、避難範囲の設定と実施時期、また住民等への情報伝達手段については、前

述の「磐梯山火山防災対策要領」において詳細が定められており、各町村もこの計画

に準じることとしている。 

・ 今後、各町村の地域防災計画についても、噴火警戒レベルに基づく各種計画の具体化

が望まれるところである。特に、噴火時等の避難所の特定、避難者のバス等の陸上輸

送手段の検討が必要である。 

 
 
⑤地震火山子どもサマースクール ～第 12 回・磐梯山のお宝探し～ 

・ 子どもたちが地震や火山、大地の

成り立ちを楽しみながら学び、災

害と恵みの両方をもたらす自然を

理解することを目的とした「地震

火山こどもサマースクール」の第

12 回が、2011 年８月６日・７日の

２日間にわたり、磐梯山地域で開

催された。 

・ 地元の小学生から、遠くは兵庫県

神戸市の高校生までの合計 21 名

が参加し、第一線の研究者らとゲ

ーム形式を交えた野外観察や身近

な材料を使った実験を行いなが

ら、磐梯山の地形や大地のしくみ

を実感し、地域の人たちの生活を

知り、また防災への備えについて

理解を深めた。 

・ スクールの成果は、一般住民を対

象としたジオパークフォーラム

in 磐梯山（８月７日開催）の場で、

子どもたちが発表した。 

 

出典：地震火山こどもサマースクールホームページ（http://www.kodomoss.jp/ss/bandai/） 

 
 
 
 
 
 

第 12回地震火山こどもサマースクール 

（チラシの一部） 
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⑥磐梯山噴火記念館 

・ 1888（明治 21）年の磐梯山の噴火から 100 年を記念して、1988（昭和 63）年４月に

火山を中心とする博物館（相当施設）として開館した。 

・ 磐梯朝日国立公園の中心地である裏磐梯（磐梯山の北側）に位置し、磐梯山の噴火と

その後に形成された美しい自然を伝えること、また火山や地震による被害の軽減に寄

与することを目的に設立された。 

・ 常設展示や年数回の企画展を開催している。また、地元の博物館である福島県立博物

館、野口英世記念館や福島大学や産業技術総合研究所などの教育・研究機関、さらに

は全国火山系博物館連絡協議会とも連携して、地元への火山教育や磐梯山周辺での自

然観察会や出前授業などのアウトリーチ活動にも取り組む。後述の磐梯山ジオパーク

の拠点施設のひとつとなっている。 

出典：全国科学博物館協議会 第 17 回研究発表大会（平成 21 年度）                   

事例発表 2「ジオパーク活動を通しての地域住民と学校との連携」（磐梯山噴火記念館 佐藤 公氏） 

 
【記念館の取組】 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「磐梯山噴火記念館 佐藤 公氏」 地質ニュース 600 号、43-49 頁（平成 16 年 8月） 

自然観察会：裏磐梯周辺の多

様性に富んだ美しい自然や動

植物を中心に紹介。 

火山観察会：火山を理解する

ことが火山防災につながると

いう趣旨で実施。 

出前授業：中学校で実験を取

り入れながら火山防災の授業

を実施。 

火山フィールド体験：1888 年

崩壊地内にある銅沼に出か

け、フィールド体験。 

講義：修学旅行や林間学校の

子どもたちの宿泊先などへも

出かけて講義。 
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【ジオパークの設立に向けた活動】 

・ 前述の磐梯山噴火記念館の佐藤副館長らが中心となり、ジオパーク化に向けた活動が展

開された。 

・ まず地域の中で磐梯山への理解を深めることが重要と捉え、大学研究者、博物館学芸員、

学校教員等で、磐梯山の地質・歴史・信仰・民俗・動植物分野を網羅する「磐梯山フィ

ールドガイドブック」（新書版 65 頁）を執筆した。完成したガイドブックは、猪苗代町・

磐梯町・北塩原村の中学校での総合学習などでの活用に向け１年生分 250 冊を配布する

とともに、会津地方の小中高 200 校や県内 50 余りの図書館等にも寄贈された。ガイド

ブックは、中学校等での出前授業やエコツーリズムのガイド養成等に活用されている。

・ さらには、博物館学芸員が中心となり、「磐梯山ジオパーク学習会（2009 年１月）」や

「磐梯山をジオパークにするシンポジウム（2009 年３月、11 月）」を開催。ジオパーク

の先進地である洞爺湖有珠山や島原半島から講師を招き、それぞれの活動を聞くととも

に、地元に対してジオパークの周知を図り、日本ジオパークの認定を目指した。 

また認定後も、これまでにジオパークフォーラムを２度開催している（2011 年８月・

前述の地震火山子どもサマースクールと連携、10 月・ジオツアーも企画）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

磐梯山フィールドガイドブック 

 

出典：磐梯山ジオパークホームページ（http://bandaisan-geo.com/）              

日本ジオパークネットワークホームページ（http://www.geopark.jp/geopark/bandaisan/） 

 


